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つながる・つなぐ当事者の力で
当事者の孤立を防ぐ居住支援事業

居場所を失った人への
緊急活動応援助成
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 当事者によるアウトリーチ

■ 概要 ■ 概要

第8回助成事業
「つながりを失った当事者による主体的互助活動を基盤とした

居住支援事業」によって得られた知見

当事者自身が当事者に対してアウトリーチすることで、支援する側とされる側の境界
線が薄れ、親近感がわきやすく、つながるきっかけとなることが多数ありました。やは
り、当事者の訪問活動には、特別な意義と効果があると確信しました。

アウトリーチ対象者の課題解決
アウトリーチの対象者の課題を発見し、当事者が中心となって、地域包括支援センター
や障害者相談支援事業所等につなぎ、サービスの利用が始まり、対象者の課題の解決に
資することとなった事例がいくつも生まれました。

当事者による居場所の運営
居場所でのつながりは、役割を見出し、時には意思決定の基盤になリマスが、必ずメン
バーが固定化していきます。そうした「常連」のいる居場所を大切にするとともに、常に
新しい居場所づくりを仕掛けていく必要があると感じました。

当事者によるアウトリーチの強化

第10回助成事業
「つながる・つなぐ当事者の力で
当事者の孤立を防ぐ居住支援事業」

アウトリーチ対象者の方々との「つながり」をさらに深め、より「つながる」を強化。アウ
トリーチ活動等に参加する当事者を中心に「つながる・つなぐミーティング」を定期的
に実施し、情報共有をしました。

 「つながる・つなぐ」スキルアップ講座の開催

主体的に活動する当事者自身の知識を深め、より多くの方に対して、「つなぐ」ことを提
案できるよう、講座の開催を企画しました。また、他団体の活動の視察に行き、学びを得
ることで、自分たちの活動に活かせるという「気づき」を得ることができました。

居場所サロン参加メンバーの固定化の解消にチャレンジ

当事者による訪問や、入居時の支援などを通じて知り合うことができた新しいメン
バーを、積極的に居場所サロン「CoCoDe」に勧誘しました。また、女性の利用者の方々
に声をかけ、女性だけのサロンの開催も試みました。
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①当事者によるアウトリーチ訪問活動

第8回の助成事業に引き続き、一度は住宅確保
が困難な状況に陥ったことのある当事者が、ピ
アサポーターとしてアウトリーチを実施しまし
た。対象者が住む地域を8つに分けて、月に1回、
2人1組で訪問しました。
中々会えないことも多いですが、何度も会えて
いる対象者の中には、「毎月、話をするのが楽し
み」という方が何人もいらっしゃいました。そう
いった方々は家の中まで迎え入れてくれます。
そこまでではなくても、玄関先で顔を合わせて、
体調の良し悪しや、持病や病院の話、趣味の話な
どをするだけでも、訪問しているピアサポー
ターも安心でき、嬉しい気持ちになり、さらに活

動の励みになります。普段ひとりで居ることが
多い高齢者の方は特に喜んでいただけます。ま
た、訪問をきっかけにLINEを交換したり、コ
ミュケーションの幅を広げることで、孤独・孤立
の防止に繋がっていると考えられます。

【 月別訪問件数 】

月

1

2

3

4

5

6

訪問件数 会えた件数

58件

54件

46件

70件

70件

72件

16件

18件

19件

23件

33件

27件

月

7

8

9

10

11

12

訪問件数 会えた件数

69件

73件

72件

87件

80件

72件

29件

31件

33件

36件

31件

27件

■不在時には、チラシをポストに入れます。
　訪問した翌月に、まだチラシが残っていた場合は
　事務局に連絡を入れていただきます。

今年の鹿児島市は平年を大きく上回る猛暑でし
た。高齢者の中には冷房を使用しない方もい
らっしゃって、熱中症が大変心配です。6～9月
は、熱中症対策として、スポーツドリンクや塩タ
ブレットなどを訪問時に手渡しました。訪問し
ているピアサポーターにとっても危険な暑さで
したので、常に水分補給を心がけて活動を続け
ました。
訪問時の報告は各自、スマートフォンで専用
フォームに入力します。事務局の相談員とも共
有し、対象者の生活や体調に大きな変化がない
かを確認します。

月に1回、顔を合わせて少しお話を。 熱中症にご注意！
■共有されたフォーム

2025/02/14　○○  ○○
薬を飲んでいるせいなのかわかりませんが
以前より元気ありません。
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①当事者によるアウトリーチ訪問活動
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訪問で生活状況を知り、つながり
続けたことで福祉サービスへ。

呼吸器不全が重くなり、酸素吸入器をつけてい
ないと息切れがひどく、日常生活（買い物やゴミ
捨て、通院など）において、非常に辛い状況に
陥っている方と、アウトリーチを通じてつなが
ることができました。まだ高齢者ではないから
か、これまではお一人でなんとか頑張ってゴミ
出しや買い物などを行なっており、体調が悪い
日は話すことさえ難しいといった状況でした。
しかし、訪問したピアサポーターが、「ゴミ出し
でも何でも、しんどいことは、遠慮なく言って
よ」とフレンドリーに声をかけ続け、徐々に支援
を受け入れていただけるようになってきました。

事例 ① お互い居住支援を受けた当事者同士であること
をきっかけに、世間話などを重ねて訪問のたび
に人間関係が構築されていった証だと思います。
 
〈段階的に継続する支援〉
Step①：安否確認・ゴミ出し・買い出し
Step②：車での通院支援（月1回）
Step③：ICT機器の設置
Step④：福祉サービスへのつなぎ
Step⑤：ケアマネ・訪問看護・ヘルパーとの連携
Step⑥：保護課担当者との間に入り引越し許可
Step⑦：1階が空いている物件への入居手配

今後もピアサポーターたちの支援はずっと続い
ていきます。　

■自宅にて担当者会議

地域包括支援センターから、
孤立している高齢者の訪問依頼。

ピアサポーターは、65歳以上の高齢者に介護
サービスが必要だと感じた時は、まず地域包括
支援センターに連絡を入れ、手続き等に立ち会
い、介護サービスが始まってからも、キーパーソ
ンとしてつながり続けます。そんなピアサポー
ターの活動が地域包括支援センターで、認知が
広がり、やどかり利用者ではないですが、地域の
孤立している高齢者を月に1度だけでも訪問し
てつながっていただけないかと、依頼がきまし
た。これまでになかったことですが、地域に住ま
う方の役に立てるならと、月1回のアウトリー
チのエリア内であったことからも、承諾して会

事例 ② いに行きました。お話しすると、ご本人はつなが
ることを拒絶することもなく、受け入れていた
だき、訪問が始まりました。認知症が少し進行し
ており、金銭管理ができず食事があまり摂れて
いないようでした。社会福祉協議会の金銭管理
が始まるまでの間、関連団体の活動の、河川敷で
行われる炊き出しに行くなどを提案しました
が、場所がわからないとのことで、ピアサポー
ターが取りに行って届けるということもありま
した。その後、金銭管理が始まり、宅配弁当など
で、ある程度食事を取れるようになりました。あ
る時は訪問時に不在で、ベランダから覗くとカ
セットコンロに火がついたままという危険な状
況もありましたが、ご本人が帰ってきて事なき
を得たということもありました。複数団体によ
る連携した支援が大切だと感じた事例でした。

■連絡を入れて駆けつけた地域包括支援センターの職員
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安否確認LINEグループ「ヒトコエ」
参加者を勧誘。
昨年度から始めた、毎日の安否確認のための
LINEグループに参加していただけそうな利用
者を増やしていこうと、ミーティングで候補者
を挙げ、積極的に勧誘していきました。アウト
リーチを続けてきたことで、利用者の安否確認
の必要性や、LINEを使えるかどうかなどを、理
解しているからこそできた活動だといえます。
LINEを使えない高齢者の方でも、使い方を教え
ながら参加者を増やしていこうと思います。

■グループ数・・・6グループ
■のべ参加人数・・・18名
■実質参加人数・・・15名
■平均年齢・・・53.5歳
■最高齢・・・66歳
（2025年12月末現在）

②「つながる・つなぐ」ミーティング

月の1週目には、8つのエリアの訪問先リストを
もとに、いつ誰がどのエリアをまわるかを確認
し、スケジュールを決めます。
3週目には、前半訪問した先で、気にかけておく
べき対象の方の話や、「初めて家にあげてもらっ
た」などの訪問時の話を共有します。また、新し
く入居支援などをした方で、ピアサポーターに
なってもらってはどうかなども、このミーティ
ングで話し合います。
4月～12月で全15回行いました。ミーティング
が習慣化されてくると、議題も、自由に出し合う
ようになり、さらにはエリアでまわるのではな
く、気にかかておくべき対象者にアポイントを

取って個別で訪問した方がいいのではという意
見も出て、実際に数名は個別で訪問することに
なりました。

月に2回のミーティングで、スケジュール管理と訪問対象者の情報共有。

【 訪問対象件数 】

唐湊エリア1
谷山エリア2
郡元エリア3
鴨池エリア4
三和・真砂エリア5
荒田エリア6
甲突エリア7
武・城西エリア

43件
4件
12件
6件
4件
11件
6件
12件8

合計

98件
うち

個別訪問

7件
■11月4日 第13回 議事録より抜粋

第13回 つながる・つなぐミーティング

①つながる・つなぐスキルアップ講座

12月5日（金）ボランティア講座9:30～11:30
鹿児島市役所本庁本館2F講堂
参加者：○○・○○・○○・○○

12月19日（金）しょうぶ学園 見学
参加者：○○・○○・○○・○○・○○・○○・○○

②アウトリーチ（訪問）スケジュール

・三和／真砂エリア・・・11月4日（火）○○・○○
・鴨池エリア・・・　　　11月10日（月）○○・○○
・郡元エリア・・・　　　11月6日（木）○○・○○
・唐湊エリア・・・　　　11月18日（火）○○・○○
・甲突エリア・・・　　　11月19日（水）○○・○○
・荒田エリア・・・　　　11月20日（木）○○・○○
・武／城西エリア・・・　11月22日（土）○○・○○

〈個別訪問〉
・○○○○（谷山）・・・11月21日（金）○○・○○
・○○○○・○○○○・○○○○（宇宿）・・・11月25日（火）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○・○○
・○○○○（和田）・・・11月13日（木）○○・○○（通院支援）
・○○○○（谷山）・・・11月29日（土）○○・○○

③個別対応 共有

・○○○○さん　入院中（○○病院）：退院後は週3回透析
・○○○○さん　金銭管理スタート
・〈引越し支援〉 11/7○○○○さん 
　○○ビル → ○○マンション（武2-00-00-101）
・〈引越し支援〉 11/10○○○○さん
　○○シェルター → ○○マンション（武2-00-00-101）
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③「つながる・つなぐ」スキルアップ講座

葬送支援に関して 株式会社IP-STYLE

つながるあんしん事業でご協力いただいている
株式会社IP-STYLE 立和名壱政氏・北市龍之介
氏による「葬送支援に関して」の講義を受けまし
た。事業参加者が亡くなった時に、その後どう
いった流れで納骨まで至るのか、やどかりプラ
スとしての役割や、なかまとしての役割をご説
明いただきました。これまで、つながるあんしん
事業参加者がお亡くなりになり、お別れ会や火
葬・納骨など、なかまとして送り出した経験のあ
るピアサポーターのメンバーも数名参加し、当
時の思いなどを振り返ったり、自分ごととして
捉えて、今後の活動にどう活かして行くのかを

第1回　2025/8/12

考えさせられました。まだなかまを送り出す経
験をしていないピアサポーターにとっても理解
を深め、必ず訪れる未来をイメージすることが
できたと思います。
講義後は、活発な質疑応答、なかまを送り出す心
境など多く話し合いました。
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■資料より一部抜粋

NAGAYA TOWER 視察 株式会社THEM

「ちょっとかわった賃貸住宅」として鹿児島市の
中心に位置する「NAGAYA TOWER」に視察に
うかがいました。その名の通り、昔ながらの長屋
をそのまま縦（タワー）にしたような住人参加型
をコンセプトとした建物です。2階は「みんなの
LDK」と称し、様々なイベントが開催されたり、
作った料理をシェアしておしゃべりを楽しんだ
りできる共有スペースがあり、3階～6階は1人
住まいから2人住まいに対応した4タイプの間
取りで計38世帯が住まう賃貸マンションと
なっています。建物の構造自体も独特で、広い中
庭を囲うようにコの字に玄関ドアが並び、部屋

第2回　2025/8/29

を出た時に全方向の住人と顔を合わせることが
できるようになってりたり、ベランダに仕切り
がなく、いつでもお隣のベランダに行けたりと、
とにかくコミュニケーションを重視した工夫が
なされていました。
そこで共に暮らす方々は、人と人の温かつなが
りをもって、見守りあって暮らしているとのこ
とで、大変共感を持つとともに、どういった見守
り方をしているのか、どういった支援のつなが
りが起きているのかを、興味深くお話をうかが
うことができました。

■お隣と仕切りのないベランダ

■どの部屋からも顔を合わせられる玄関



つながる・つなぐ当事者の力で当事者の孤立を防ぐ居住支援事業

③「つながる・つなぐ」スキルアップ講座

やどかりプラスの活動 勉強会 認定NPO法人自立生活サポートセンター・もやい

生活相談・支援事業、入居支援事業、交流事業、広
報・啓発事業と幅広く活動されている認定NPO
法人自立生活サポートセンター・もやいの職員
8名の方々が、視察にいらっしゃいました。ピア
サポーターも参加し、一緒に芝田理事長の講義
を受け、あらためて自分たちが参加する「やどか
りプラス」の活動の意義と価値を学びました。も
やいの職員の方々からのたくさんの質問にピア
サポーターたちは活動に対する想いや、これま
で経験してきたことなど、価値のある意見を発
表しました。普段関わることがない、東京で活動
する団体との意見交換では、自分の言葉で話す

第3回　2025/9/3

ことによって「気づき」が生まれ、他団体の活動
に対する質問を投げかけ、お互いを知ることで
知識を深め、とても学びの多い時間となりまし
た。今回は特に「葬送」についての活動が中心で
したので、勉強会の後、納骨堂の合祀墓の見学に
も行きました。そこでも多くの質疑応答が飛び
交い、貴重な体験ができた一日となりました。
後日、もやいの広報誌で、この日のことが掲載さ
れ、やどかりプラスが展開する従来の家族観に
とらわれない、新しい互助の形について取り上
げられていました。
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福祉サービスについて 福祉相談支援センターパラソル

福祉相談支援センターパラソルの代表で相談支
援専門員・社会福祉士・精神保健福祉士の新川昇
一郞氏による「福祉サービスについて」の講義を
受講しました。まったく専門知識のないピアサ
ポーターでも、最低限の制度の知識を得ている
だけで対応が大きく変わり、利用者の方々に
とって、何が必要なのか見極める指標にもなる
ので、とても重要な内容でした。
今回のピアサポーターたちの大きな学びは「つ
なぎ」のポイント。全部の知識を詰め込むのでは
なく「つなぎ先を知っていること」が大切だとい
です。普段から同じ利用者と関わることが多い

第4回　2025/9/10

新川氏の講義ということもあって、具体的に「○
○さんについて」といった事例をもとにした話
題も出て、理解を深めやすい講義となりました。
こうした知識を持っておくことで、病院受診に
同行した際に、病状をご本人と一緒に聞く機会
が多いピアサポーターは、訪問看護などの医療
サービスを受けるために、相談支援専門員につ
なぐことができ、やどかり利用者に多い「障がい
がない高齢者」を自立支援医療を根拠に生活訓
練やヘルパーなどの福祉サービスにつなぐこと
もできるようにもなります。現実的ですぐに活
用できる知識を得ることができました。
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③「つながる・つなぐ」スキルアップ講座

鹿児島市みんサポ応援講座 鹿児島市 長寿あんしん相談センター

鹿児島市の地域包括である長寿あんしん相談セ
ンター主催の「みんサポ応援講座」を受講しまし
た。鹿児島市の高齢者及び介護保険の状況や、地
域包括ケアシステムについてなどの講義があ
り、その後「高齢者との接し方」として、身体とこ
ころの老化への理解、認知症の症状とその対応
のポイントなどを学びました。実際、普段から接
している方々を想像しながら、これはと気付か
されることも多々あり、互助が基盤であること
を理解しているピアサポーターは、あらためて
支援する側のプロになる必要はなく、従来の家
族機能の代替となり、専門の方々と一緒にそれ

第5回　2025/12/5

ぞれのサポートを連携して継続していくことが
重要だと思いました。最後に鹿児島市の宮之浦
地区の「宮たすけ隊」という団体の事例発表があ
りました。そこでは地域支援と公民館活性化を
掲げ、通院、買い物、草払いなど地域に根差した
活動により、公民館を中心に顔の見える集落づ
くりに取り組んでいました。やどかりの利用者
たちは他県出身の方が多く、このような地域と
の関わりあいがほぼ無い状態で暮らしていま
す。地域を思う気持ちには差がありますが、コ
ミュニティの中で、生き生き暮らしていくため
のヒントがここにあるように感じました。
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しょうぶ学園 見学会 社会福祉法人 太陽会 障害者支援センター SHOBU STYLE

「しょうぶ学園」は1973年の開設から52年とい
う歴史ある施設で、「つくりだすくらし」として
障がい者支援事業の工房しょうぶでは布、木、
土、和紙、絵画造形、食などの工房を多彩なプロ
グラムとして展開されています。「ささえあうく
らし」としての地域生活支援センター、「つなが
りあうくらし」としてギャラリーやショップな
ど、ひと、もの、こころのつながりの輪を広げる
集いの場を提供されています。
どこを見ても驚きと感銘を受けました。
やどかりでは当事者を主体とした活動を展開し
ておりますが、何か新しいことを目指したいと

第6回　2025/12/19

いう意欲が湧いてきて、ピアサポーターの皆さ
んそれぞれの意見が次々と飛び交いました。
一朝一夕では難しいことは理解していますが、
そういったアイデアを形にすることができたら
当事者主体のコミュニティはますます強いつな
がりになっていくのだろうと感じました。
施設の見学の後、質疑応答の時間も設けていた
だき、これまでのお話や、今後の展望などをうか
がったり、驚きと発見の連続で、大変学びの多い
時間をいただきました。



つながる・つなぐ当事者の力で当事者の孤立を防ぐ居住支援事業

④居場所サロン「CoCoDe」

毎週火曜日、馴染みのメンバーも、新しい参加者もワイワイ。視察・見学・取材も来てくださいました。
毎週火曜日16:00～18:00まで開かれる居場所
サロン「CoCoDe」。ジュースやお菓子、参加者の
勧誘までも、ピアサポーターを中心に、当事者が
運営しています。参加メンバーの固定化は仕方
がないことと考えておりますが、新規の方への
勧誘を積極的に行ってきたこともあり少しずつ
増えてきました。また、利用者の方を就労継続支
援B型事業所につなぎ、CoCoDeの会場がその
作業場でもあることから、そこに通われている
方も参加いただけるようになったりと、良い循
環が生まれてきております。視察に来られた多
くの方々はこの環境についてや、ピアサポー
ターの活動に強い興味を示されます。

〈 利用者の声 〉
【常連のAさん（66）】
ここに自転車で来ることが運動にもなるし、ス
マホのこととか、わからないことがあっても
CoCoDeに来て若い連中に聞けるのがいい。ワ
イワイしている雰囲気もたまになら疲れない。

【新規参加者のBさん（48）】
シェルター入居時から、ピアサポーターさんが
部屋に来てくれて、引越しも手伝ってもらい、
CoCoDeにも誘われるがままに参加しました。
普段ずっと一人なので、週に1回くらいは人と
話すことが大事だと思い通っています。

【 CoCoDe参加者数 】

月

1

2

3

4

5

6

回数 のべ人数

4回

4回

4回

4回

4回

4回

33人

30人

31人

32人

31人

30人

新規

0人

0人

0人

4人

0人

0人
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CoCoDe
みんなの居場所

【ココデ】
Yadokari Community Square

■CoCoDe案内チラシ

月

7

8

9

10

11

12

回数 のべ人数

5回

4回

5回

4回

4回

4回

30人

36人

41人

33人

34人

28人

新規

0人

1人

2人

1人

2人

2人

新規が増え、来なくなる方もおり、人数に大きな変化はないが
メンバーは循環している。



つながる・つなぐ当事者の力で当事者の孤立を防ぐ居住支援事業

④居場所サロン「CoCoDe」

何を作るかあれやこれや、ここから始まる料理会。やっぱり人気はカレーライス。
「今回の料理会は何を作る？」「カレー！」
「チャーハン！」「オムライス！」といった声が居
場所サロン「CoCoDe」で響き始めて、料理会が
開催されます。毎回いつもと違うものを作ろう
という意見が出ますが、結局定番メニューで落
ち着きます。普段のCoCoDeに参加していない
メンバーも料理会だけは来るという方もいらっ
しゃいます。「久しぶり！元気してた？」と会話
を交わし、みんなで料理会を楽しみます。
CoCoDeのコミュニティには欠かせないイベン
トとして定着してきました。年に数回なので、新
規の方や、前に参加していたけど最近見かけな
い人などに、声をかけやすくなります。そうして

つながり続けていく重要な役割を担っていると
いえます。普段から一人で食事を摂ることしか
ないので、料理をする人もそうでない人も、とに
かく集まって人と話しながら食事をするという
ことが、大切だと思います。

【 CoCoDeクッキング参加者数 】

開催日

4/29

7/1

8/27

10/23

12/28

参加人数

16人

13人

8人

10人

21人

メニュー

カレーライス・スープ・サラダ

そうめん・唐揚げ

お好み焼き・ご飯

カレーライス・スープ

そば・唐揚げ
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■CoCoDeクッキング 案内チラシ

12/28は年内最後の日曜日ということで人が集まりや
すいタイミングだったのか、これまでで一番多く集まり
ました。唐揚げは鶏肉10kg分！しっかり完食しました。

CoCoDe
クッキング

みんなの居場所

【ココデ】
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⑤つながるあんしん事業

つながるファイルを書く会は、月に2回、2ヶ所で開催。
毎月第2金曜日は10:00～下荒田地区、第4金曜
日は14:00～唐湊地区にて開催しています。2ケ
所開催にして以降、参加メンバーに変化が現れ、
結果的に参加者が増えることになりました。
40代、50代のピアサポーターはなかまを失った
経験があることから、特に意識が高まり、積極的
に参加するようになりました。
また、やどかりの利用者ではない方にも、興味を
持っていただき、事業の概要を聞くために参加
いただきました。今後、互助ベースの支えあいが
いろんなところで始まることが期待できます。
そして、この1年で2人のなかまを送り出しまし
た。入退院を繰り返しながら終末期になって、昔

別れた娘さんと再会することができ、遺骨も遺
族に引き渡されました。ご本人も喜んでいると
思い、笑顔で送り出すことができました。もう一
人の方は長期入院で、そのまま病院で逝去され、
お別れ会の後、合祀墓へと納骨されました。

⑥女性サロン・高齢者サロン

初の女性サロンを開催。 高齢者の会食とともに。
なかなか集めることができなかった女性サロン
を開催しました。やどかり利用者の女性32人に
チラシを配ったとこ
ろ、3人の方が参加さ
れました。美味しい
チョコレートとお茶
の話から始まり、自己
紹介をしました。25歳
から73歳と幅広い世
代間でしたがアニメ
の話で意気投合し、盛
り上がりました。

高齢者サロンを企画しても、なかなか集まって
いただけず、どうにかしないとと考えていまし
たが、65歳以上の方限定で、集まってお弁当を
食べる「愛のふれあい会食」という鹿児島市の事
業に、ボランティア枠で参加させていただきま
した。いろんなお話をしながら、昼食とその後の
お茶の時間をともにしました。月に1回しか顔
を合わせませんが、慣れてくると何でも相談し
てくれるようになってきて、少しずつ関係性が
構築されてきたように感じます。もっとたくさ
んの方に参加していただけるよう、協力団体と
も連携していけたら、皆さんにとって良いコ
ミュニティにしていけると感じました。
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